
れ
た
こ
と
は
戻
ら
な
い
。
う
そ

や
そ
の
場
限
り
の
で
た
ら
め
な

答
弁
は
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
直
ち
に
職
を
辞
さ
れ

た
ら
ど
う
か
。

市
長

さ
き
の
議
会
で
も
答
え

た
よ
う
に
任
期
途
中
で
職
を
放

棄
す
る
気
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

－

再
任
用
制
度
に
つ
い
て－

問

平
成
十
七
年
六
月
の
本
市

行
政
運
営
の
考
え
方
案
の
「
平

成
二
十
年
度
ま
で
の
職
員
数
の

推
移
と
人
件
費
抑
制
見
込
み
」

の
中
に
、
本
制
度
は
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
条
例
提

案
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
平
成
十

八
年
度
の
採
用
計
画
を
ま
ず
示

し
、
全
体
職
員
数
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
ど
の
業
務
に
何
人
の

職
員
が
必
要
で
、
常
勤
職
員
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
、
再
任
用

職
員
等
の
配
置
を
具
体
的
に
市

民
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
示
す

べ
き
で
あ
る
。

中
核
市
移
行
に
伴
い
千
百
を

超
え
る
事
務
を
処
理
す
る
の
に

必
要
な
職
員
数
が
提
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
業
務
に

何
人
職
員
が
必
要
で
あ
る
か
は

示
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

行
政
管
理
部
長

六
月
時
点
で

は
本
制
度
の
取
り
扱
い
が
明
確

で
な
か
っ
た
た
め
、
業
務
執
行

体
制
の
計
画
数
等
に
つ
い
て
は

今
後
早
期
に
示
し
た
い
。

－

若
江
公
民
分
館
の
早
期
整
備－

問

若
江
幼
稚
園
と
若
江
公
民

分
館
を
中
心
と
し
て
若
江
城
の

遺
物
や
文
化
財
な
ど
、
数
多
く

発
掘
さ
れ
て
お
り
、
若
江
地
域

の
歴
史
的
遺
産
の
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
三

月
議
会
で
、
こ
の
若
江
城
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
る
若
江
公
民

分
館
に
つ
い
て
「
歴
史
的
遺
産

や
文
化
財
を
活
か
し
た
整
備
に

つ
い
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
、
ま
た
歴
史
的
遺
産
を
活
用

し
た
公
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
示
せ
。

社
会
教
育
部
長

早
期
整
備
に

向
け
関
係
部
局
と
調
整
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
文
化
財
を
収

録
し
た
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド
の
作

成
な
ど
地
域
住
民
と
協
働
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

－

学
校
園
及
び
教
職
員
の

評
価
基
準－

問

現
状
の
学
校
園
の
評
価
に

つ
い
て
誰
も
が
わ
か
る
明
確
な

基
準
は
あ
る
の
か
。
ま
た
教
職

員
個
々
の
資
質
・
適
格
性
の
評

価
は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

教
育
監

学
校
教
育
活
動
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
の
学
校
園
の
自

己
評
価
と
子
供
や
保
護
者
の
評

価
を
取
り
入
れ
た
学
校
教
育
自

己
診
断
を
実
施
し
、
学
校
の
運

営
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

学
校
管
理
部
長

評
価
育
成
シ

ー
ト
、
学
校
園
長
か
ら
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
日
々
の
情
報
収
集
等

で
教
職
員
の
資
質
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

－

防
犯
施
設
設
置
に
対
す
る

助
成
金
制
度
の
新
設－

問

安
心
、
安
全
、
犯
罪
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
の
施
策

と
し
て
、
隣
組
や
自
治
会
の
班

単
位
で
防
犯
ベ
ル
等
を
共
同
で

設
置
し
た
い
と
の
動
き
が
あ
る

中
、
こ
う
し
た
地
域
単
位
の
防

犯
設
備
の
設
置
に
対
す
る
助
成

制
度
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

安
全
、
安
心

で
暮
ら
し
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
防
犯
設
備
の
充
実
も
含

め
新
し
い
施
策
の
展
開
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

－

人
事
政
策
の
確
立
と

職
員
の
意
識
改
革－

問

人
事
政
策
の
確
立
を
行
わ

な
け
れ
ば
東
大
阪
の
未
来
は
な

い
。
職
員
と
し
て
の
倫
理
観
を

持
ち
、
市
民
が
満
足
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
職
員
の
意
識

改
革
の
取
り
組
み
を
今
後
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

行
政
管
理
部
長

夢
と
活
力
に

あ
ふ
れ
る
元
気
都
市
と
す
る
た

め
に
は
、
人
事
制
度
の
改
革
と

職
員
の
意
識
改
革
が
不
可
欠
で

あ
る
。
人
物
重
視
に
よ
る
採
用

試
験
制
度
の
見
直
し
や
管
理
監

督
者
へ
の
早
期
選
抜
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
も
引

き
続
き
職
員
が
や
る
気
と
達
成

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
人
事

政
策
を
進
め
る
。

－

東
事
業
所
の
事
業
縮
小－

問

し
尿
処
理
施
設
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
当
時
工
事
の
着

工
を
巡
り
地
元
自
治
会
や
住
民

の
反
対
が
あ
り
、
長
期
間
に
渡

っ
て
問
題
解
決
さ
れ
な
か
っ
た

経
過
が
あ
る
。
今
回
の
事
業
縮

小
の
際
に
は
地
元
自
治
会
と
の

十
分
な
協
議
の
上
、
有
効
利
用

す
る
よ
う
願
う
。

助
役

公
共
下
水
道
事
業
の
進

捗
な
ど
か
ら
、
東
事
業
所
の
敷

地
内
に
下
水
道
へ
の
直
接
投
入

施
設
の
建
設
に
着
手
し
、
一
月

下
旬
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
特

に
新
施
設
の
必
要
面
積
は
現
在

の
敷
地
に
比
べ
大
幅
な
縮
小
と

な
る
た
め
、
跡
地
は
今
後
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
地
元
住

民
と
十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら

有
効
な
活
用
策
を
見
出
す
。

－

障
害
者
自
立
支
援
法－

問

昨
年
十
月
に
障
害
者
自
立

支
援
法
が
成
立
し
た
。
今
回
の

法
律
に
は
、
支
援
費
制
度
で
は

欠
け
て
い
た
透
明
性
や
納
税
者

が
納
得
で
き
る
制
度
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
従
来
の

支
援
費
制
度
か
ら
ど
の
よ
う
な

制
度
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
。

健
康
福
祉
局
長

透
明
性
を
保

つ
た
め
に
障
害
程
度
区
分
の
認

定
業
務
に
お
い
て
調
査
に
よ
る

一
次
判
定
の
後
、
認
定
審
査
会

に
よ
る
二
次
判
定
を
行
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
納
税
者
が
納
得

で
き
る
制
度
と
い
う
こ
と
か
ら

定
率
負
担
と
な
る
。

－

次
世
代
育
成
支
援－

問

現
在
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
を
図
る
た
め
の
雇
用
環
境
の

整
備
を
目
指
す
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
一
定
規
模
の
事
業

所
や
官
公
庁
に
対
す
る
も
の
で

あ
る
。
中
小
零
細
事
業
者
に
対

す
る
次
世
代
育
成
支
援
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

福
祉
部
長

中
小
零
細
企
業
に

お
け
る
子
育
て
と
仕
事
の
両
立

支
援
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
東

大
阪
市
行
動
計
画
を
進
め
る
上

で
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
中
小

企
業
等
と
の
連
携
に
努
め
、
次

世
代
育
成
支
援
に
つ
い
て
の
啓

発
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

－

歴
史
、
文
化
資
源
の
活
用－

問

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
潤
い
と
活
力
に
満
ち
た
郷

土
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
る

大
人
に
成
長
す
る
た
め
に
、
市

内
に
あ
る
豊
富
な
文
化
財
な
ど

を
東
大
阪
の
歴
史
と
文
化
を
学

ぶ
体
験
学
習
の
場
と
し
て
大
い

に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
職
務
代
理
者

生
駒
山

ろ
く
の
文
化
財
を
活
用
す
る
た

め
に
、
案
内
板
や
説
明
板
の
設

置
を
進
め
、
歴
史
の
道
と
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
て
い

く
。
現
在
、
日
下
町
の
旧
河
澄

家
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
今

後
は
体
験
学
習
の
場
と
し
て
土

間
の
か
ま
ど
を
使
っ
た
生
活
体

験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
へ
の

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

－

税
制
改
悪
と
市
民
負
担－

問

総
選
挙
後
、
選
挙
で
多
数

を
得
た
小
泉
内
閣
は
郵
政
民
営

化
を
初
め
障
害
者
自
立
支
援
法

等
を
成
立
さ
せ
、
今
後
も
定
率

減
税
・
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

消
費
税
増
税
な
ど
国
民
へ
犠
牲

を
押
し
つ
け
る
政
治
を
一
層
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
民
の
所
得
水
準
が
年
々
悪

化
し
て
い
る
こ
と
は
数
字
の
上

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
今
こ

そ
国
の
悪
政
か
ら
市
民
生
活
を

守
る
と
い
う
地
方
自
治
体
本
来

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
国
の
制
度
改
悪
に
よ

る
市
民
の
負
担
増
を
軽
減
す
る

た
め
、
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
か
。

助
役

税
制
改
正
の
影
響
に
よ

る
国
民
健
康
保
険
料
負
担
に
は

国
の
激
変
緩
和
策
等
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

介
護
保
険
料
へ
の
影
響
に
つ

い
て
は
、
恒
久
的
な
措
置
を
国

に
要
望
し
て
い
く
。

国
保
料
、
介
護
保
険
料
の
市

独
自
の
軽
減
策
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
す
る
。

－

介
護
保
険
制
度－

問

介
護
保
険
法
の
改
悪
で
施

設
の
居
住
費
、
食
費
が
自
己
負

担
と
な
っ
た
が
、
市
は
利
用
料

の
軽
減
策
を
行
っ
て
い
る
か
。

国
の
第
三
期
事
業
計
画
で
保

険
料
の
値
上
げ
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。
本
市
の
保
険
料
の
算
定

見
込
み
は
ど
う
か
。

新
予
防
給
付
に
よ
り
四
月
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
短
期
間
に
設
定

す
る
よ
う
国
は
指
導
し
て
い
る

が
、
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
制

限
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

高
齢
者
福
祉
を
充
実
し
、
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
給
付
費
を

減
ら
す
観
点
も
必
要
だ
。

福
祉
部
長

施
設
利
用
者
の
負

担
増
に
対
し
、
市
独
自
の
軽
減

策
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

第
三
期
計
画
の
保
険
料
は
、

現
在
推
計
作
業
中
で
あ
る
。

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が

低
下
し
な
い
よ
う
、
事
業
計
画

を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
の
観
点
に
立
っ
た

高
齢
者
福
祉
が
充
実
す
る
よ
う

施
策
の
推
進
に
努
め
る
。

－
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー－

問

相
談
相
手
も
な
く
一
人
で

子
ど
も
と
向
き
合
い
、
子
育
て

に
負
担
を
感
じ
て
い
る
主
婦
は

多
い
。
こ
う
し
た
母
親
た
ち
に

自
治
体
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
人
口
が
ふ
え
子
育
て
世

代
も
ふ
え
て
い
る
東
地
域
で
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
待
た
れ

て
い
る
が
計
画
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長

東
地
域
へ
早
期
の

設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
関
係
部
局

と
協
議
し
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

－

行
財
政
改
革
の
推
進－

問

い
ま
だ
地
価
の
下
落
や
人

口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
税
収
の
伸
び
も
期
待

で
き
な
い
中
、
自
治
体
は
さ
ら

な
る
行
財
政
改
革
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
各
自
治
体
自

ら
で
方
策
を
考
え
て
不
足
財
源

を
補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
本
市

に
お
い
て
も
職
員
給
与
五
％
カ

ッ
ト
は
さ
れ
た
も
の
の
、
直
面

す
る
危
機
的
財
政
状
況
に
対
し

て
安
易
な
姿
勢
し
か
見
受
け
ら

れ
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

手
法
で
取
り
組
む
の
か
。

市
長

従
来
の
歳
出
削
減
だ
け

で
な
く
、
伊
藤
忠
商
事
と
の
業

務
提
携
の
よ
う
に
手
法
の
転
換

に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
や
広
告

料
収
入
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
民

間
経
営
の
手
法
を
取
り
入
れ
た

歳
入
増
に
つ
な
が
る
行
政
財
産

の
活
用
を
提
起
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

－

上
下
水
道
局
統
合
庁
舎

建
設
に
お
け
る
影
響－

問

市
民
に
と
っ
て
上
下
水
道

事
業
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て

最
重
要
の
課
題
と
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
市
民
が
納
得
で
き
る

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
改
め
て
確
認
す

る
が
、
市
民
は
上
下
水
道
局
統

合
庁
舎
建
設
に
よ
っ
て
水
道
料

金
に
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
不
安
視
し
て
い
る
。
見
通
し

を
示
せ
。

上
下
水
道
局
長

上
下
水
道
局

統
合
庁
舎
の
建
設
に
お
い
て
は
、

水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
に

関
し
、
市
民
へ
の
負
担
は
生
じ

さ
せ
な
い
方
向
で
考
え
て
い
る
。

－

お
む
つ
の
給
付
事
業－

問

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

は
事
業
の
円
滑
な
実
施
と
介
護

基
盤
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め

る
た
め
に
三
年
ご
と
の
見
直
し

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
現

在
第
三
期
の
事
業
計
画
の
策
定

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
介
護
保

険
料
の
応
分
負
担
が
求
め
ら
れ

る
高
齢
者
の
第
一
号
保
険
料
の

値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
が
、
在

宅
介
護
支
援
と
し
て
府
下
三
十

五
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る

「
お
む
つ
の
給
付
事
業
」
を
新

た
な
施
策
と
し
て
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長

第
三
期
の
事
業
計

画
に
お
い
て
、
居
宅
で
の
介
護

を
経
済
的
に
支
援
す
る
観
点
か

東
大
阪
の
未
来
の
た
め
に
人
事
政
策
の
確
立
を
急
げ

地
域
の
歴
史
や
文
化
財
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
せ
よ

子
供
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
�

歴史遺産や文化財などを活用した公民

分館の整備が望まれます。（若江公民分

館）

子育て不安の解消や子どもたちの遊び

場として重要な子育て支援センター。

東地域への早期設置が待たれています。

（鴻池子育て支援センター）

たて穴式住居での火おこし。文化財を

活用した体験学習で歴史と文化を学び

ます。（埋蔵文化財センター）

※６面へ続く

自
民
党
市
政
刷
新
ク
ラ
ブ

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

寺
田

広
昭

個
人
質
問

鳴
戸

鉄
哉

日
本
共
産
党

代
表
質
問

長
岡

嘉
一

個
人
質
問

嶋
倉
久
美
子

公

明

党

代
表
質
問

個
人
質
問

中
川

初
美

新
留
み
つ
え

個
人
質
問

個
人
質
問

江
越

正
一

川
口

洋
子

国
の
制
度
改
悪
か
ら
市
民
生
活
守
る
対
策
を

子
育
て
支
援
（
東
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
）
を
充
実
せ
よ

人
口
減
少
社
会
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
急
げ
�

（４）第１４３号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１８年２月１５日（５）


